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5) 振替えの方法については,西倉高明 『基軸通貨 ドルの
形成』勤葦書房,1998年,15ト152ペ ジー｡









































































































































































































































































































































































































66 調査と研究 第22号 (2001.10)
あ わ りに
欧州域内決済システムは,1949年協定までは,
双務協定を基礎としていた｡しかし,その中で
ち,1948年協定の引出し権導入,1949年協定の
引出し権の一部多角化という発展が見られた｡
また,この発展を可能にしたのは域内決済への
マーシャル援助の利用であった｡さらに,1950
年の欧州決済同盟は,収支尻の双務的取扱を一
切排することにより,域内での通貨交換性,多
角決済を実現した｡このEPU設立にあたって
もアメリカ側のイニシアティブがイギリス,ベ
ルギーの交渉のデッドロックからの脱却をもた
らした｡欧州各国の利害が複雑であったことは,
アメリカの排除をもたらすものではなく,むし
ろアメリカによる調整を必要とさせたと言える
だろう｡EPU設立により,欧州域内貿易の自
由化と拡大の条件も整備された26)｡EPUの下
での,欧州各国の貿易 ･通貨の動向についての
検討は今後の課題としたい｡
26) 本特集,河晴信樹 ｢ヨーロッパ決済同盟成立以前にお
ける西 ドイツ貿易とマーシャルプラン｣では,EPU設
立が域内貿易拡大をもたらしたことが,ドイツを中心に
して具体的に論じられている｡
